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平成17年4月末現在の ●人口13,887人（前月比 ＋003人） 男 6,955人 （＋ 06人）
●世帯数3,841世帯 前月比（＋ 09世帯）人口の動き （前年比 ＋015人） 女 6,932人 （－ 03人）

蓮潟神楽の舞 蓮潟神楽の舞 蓮潟神楽の舞 蓮潟神楽の舞 



近
年
、
我
が
国
で
は
急
速
に
少
子

化
が
進
ん
で
お
り
、
子
ど
も
た
ち
自

身
や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
、
少
子

化
対
策
と
し
て
、
平
成
15
年
７
月
に

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

を
制
定
し
、
市
町
村
・
都
道
府
県
・

一
般
事
業
主
等
に
総
合
的
に
取
り
組

む
よ
う
行
動
計
画
の
策
定
を
義
務
付

け
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
子
育
て

支
援
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
支
援
、
地

域
の
環
境
づ
く
り
、
幼
稚
園
と
保
育

園
の
一
元
化
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
行
動
計
画

の
策
定
を
契
機
と
し
て
、
更
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
、
町
民
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
は
、
総
人
口
が
増
加
傾
向
に

あ
る
一
方
、
18
歳
未
満
の
人
口
は
減

少
を
続
け
、
平
成
16
年
の
18
歳
未

満
人
口
の
割
合
は
20
・
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
行
す
る
要
因
と
し

て
、
一
組
の
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
る
子

ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
子
育
て
の
負
担
が
影
響
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
町
の
未
就
学
・
小
学
生
の
保
護

者
で
、
子
育
て
に
負
担
を
感
じ
て
い

る
人
は
、
約
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
働
い
て
い
る
保
護
者
か
ら

は
、
就
労
形
態
の
多
様
化
に
伴
う
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
、
子
ど
も
に

配
慮
し
た
楽
し
く
安
心
で
き
る
環
境

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 ～子ども のびのび  親 いきいき 安心のまちづくりをめざして～  ～子ども のびのび  親 いきいき 安心のまちづくりをめざして～  安心のまちづくりをめざして～ 

聖籠町次世代育成支 援のための行動計画 聖籠町次世代育成支 援のための行動計画 
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現

状
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非常に不安や 
負担を感じる 

未就学児童の保護者 

小学生の保護者 

なんとなく不安や 
負担を感じる 

あまり不安や 
負担を感じない 

全く感じない 

なんともいえない 

無回答 
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『
子
ど
も
　
の
び
の
び

親
　
い
き
い
き

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』

本
計
画
は
、
子
育
て
の
不
安
や
悩

み
、
家
族
内
や
地
域
か
ら
の
孤
立
、

犯
罪
へ
の
恐
怖
な
ど
の
な
い
、
全
て

の
子
ど
も
と
そ
の
親
自
身
が
人
生
の

こ
の
瞬
間
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
「
子
ど

も

の
び
の
び
　
親

い
き
い
き
　
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
理
念
の
下
、
子
育
て
が
安
心

し
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、子
ど
も
を

含
め
た
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

1
、
子
育
て
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す

・
母
子
保
健
対
策
の
推
進

・
子
育
て
に
か
か
る
負
担
軽
減
策

の
充
実

・
在
宅
保
育
者
の
子
育
て
支
援
体

制
の
充
実

・
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
親
へ
の

支
援
の
充
実

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
支
援
の

充
実

・
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
情
報

提
供
体
制
と
家
庭
教
育
の
支
援

・
児
童
虐
待
へ
の
対
応

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築

2
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す

・
保
育
園
に
お
け
る
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実

・
就
学
後
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た
啓

発
活
動
の
推
進

3
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
地
域

環
境
を
つ
く
り
ま
す

・
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
の
整
備

・
子
ど
も
の
遊
び
場
等
の
確
保

・
通
学
路
等
の
安
全
確
保

4
、
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性

を
育
み
ま
す

・
就
学
前
教
育
の
充
実

・
学
校
教
育
の
充
実

・
家
庭
教
育
の
充
実

・
地
域
交
流
活
動
の
充
実

・
社
会
参
加
意
識
の
啓
発
、
向
上

5
、
町
民
の
意
識
啓
発
を
推
進
し

ま
す

・
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
の
意

識
啓
発

・
子
育
て
支
援
の
意
識
啓
発

・
計
画
の
評
価
、
見
直
し

・
町
民
、
企
業
に
対
す
る
子
育
て
意

識
の
普
及
、
啓
発

・
地
域
や
国
・
県
、
関
係
機
関
、
民

間
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

・
人
材
確
保
、
養
成

※
計
画
書
の
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る

方
は
図
書
館
で
閲
覧
し
て
く
だ

さ
い
。

町
保
健
福
祉
課
児
童
障
害
福
祉
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

1
２
７
│
６
５
１
１

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

 ～子ども のびのび  親 いきいき  安心のまちづくりをめざして～  ～子ども のびのび  親 いきいき  安心のまちづくりをめざして～  ～子ども のびのび  親 いきいき 

聖籠町次世代育成支  援のための行動計画 聖籠町次世代育成支  援のための行動計画 

計
画
の
基
本
理
念

基

本

目

標

本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、

次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
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瑞
宝
双
光
章
受
章

瑞
宝
双
光
章
受
章

平
成
17
年
春
の
叙
勲

平
成
17
年
春
の
叙
勲

元
聖
籠
町
消
防
団
長

渡
辺
　
育
三

氏
（
山
倉
）

渡
辺
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
21
年
６
月
か

ら
昭
和
58
年
10
月
ま
で
37
年
有
余
の
長
き
に
わ
た
り
消

防
防
災
活
動
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
48
年
か
ら
退
職
さ
れ
る
昭
和
58
年
ま
で
は
聖
籠

町
消
防
団
の
総
指
揮
を
と
る
消
防
団
長
と
し
て
、
町
民

の
暮
ら
し
や
財
産
を
守
る
た
め
率
先
垂
範
し
消
防
業
務

並
び
に
団
員
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
山
倉
の
渡
辺
育
三
さ
ん

が
消
防
防
災
活
動
に
お
け
る
多
年
の
ご
功
績
に
よ
り
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

聖
籠
こ
ど
も
園
で
は
未
就
園
児
の

親
子
の
遊
び
場
と
し
て
、
子
育
て
支

援
す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

を
開
催
し
て
お
り
、
先
日
お
邪
魔
し

て
き
ま
し
た
。

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

は
、
昨
年
ま
で
結
い
ハ
ー
ト
聖
籠
で

行
っ
て
い
た
「
す
く
す
く
の
会
」
と

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た

「
遊
び
の
広
場
」
を
統
一
し
た
も
の

で
、
今
年
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
７
組
の
親
子
が
参
加

し
、
半
分
畳
敷
き
の
サ
ロ
ン
で
、
お

も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
こ
ど
も
園
で

飼
育
さ
れ
て
い
る
カ
メ
に
触
れ
た

り
、
金
魚
を
見
た
り
と
思
い
思
い
の

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ひ
と
と
お
り
遊
ん
だ
後
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
先
生
と
輪
に
な
っ
て
、

体
を
動
か
す
親
子
遊
び
、
さ
ら
に

遊
戯
室
へ
移
動
し
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
っ
た
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
製

の
箱
に
乗
っ
て
、
引
っ
張
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
か
け
っ
こ
を
し
た
り

と
、
の
び
の
び
遊
ぶ
姿
が
ほ
ほ
え

ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
、

先
生
か
ら
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
い
、

お
し
ま
い
と
な
り
ま
し
た
。

稲
の
平
の
越
前
谷
さ
ん
は
、
こ
の

日
２
歳
の
お
子
さ
ん
と
参
加
し
、

「
雨
の
日
や
冬
な
ど
は
た
く
さ
ん
遊

べ
て
い
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

す
で
に
常
連
さ
ん
と
い
う
東
山
の

福
本
さ
ん
は
、
用
事
が
な
い
と
き
は

ほ
ぼ
毎
日
来
て
、
１
歳
８
か
月
の
お

子
さ
ん
と
遊
び
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
外
で
飼
わ
れ
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ

が
お
気
に
入
り
と
の
こ
と
で
し
た
。

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
午
前

９
時
か
ら
12
時
、
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
１
月
曜
日
は
「
０
歳
児
」、

第
３
月
曜
日
は
「
１
歳
以
上
児
」
を

対
象
と
し
た
育
児
相
談
日
、
測
定
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
士
や
看
護

師
も
出
席
す
る
の
で
、
乳
幼
児
の
食

事
や
健
康
面
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
週

木
曜
日
と
毎
月
第
２
土
曜
日
は
「
親

子
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
で
、
担
当
の

ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
い
遊
び
を
企
画
し

て
、
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

未
就
園
児
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、

一
度
す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん

ぼ
」
へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

越前谷さん

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
せ
ん
か

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
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お問い合せ・お申し込み　保健福祉課 予防検診係または保健師まで 127－6511

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

施設検診 車検診
対 象 者 20歳以上の女性

（昭和61年3月31日までに生まれた方）

日　　程 6月1日～8月31日まで 7月20・21・22・25日

小幡産婦人科医院 亀代地区多目的屋内運動場

鈴木産婦人科医院 蓮野地区多目的屋内運動場

関塚医院 聖籠町保健福祉センター

富田産科婦人科医院 藤寄公会堂

医療機関・会場
広神産婦人科医院

渡部レディスクリニック

柳原クリニック

豊栄病院

水原郷病院

浅井婦人科医院

※申込者には受付時間等詳細をお知らせします。

検診料金
1,000円 400円

70歳以上の方と障害・療育手帳をお持ちの方は無料

●子宮頸がんってなぁに？
Ａ．子宮頸がんは、子宮の頸部（膣に近い部分）にできるがんです。

原因は、まだはっきりしていませんが、妊娠・出産回数や喫煙習慣・ウィル
ス感染とも関連していると言われています。
子宮頸がんには、検診が非常に有効で、自覚症状のない早期に発見されれば、
治療によっては妊娠・出産に影響なく治すこともできることが多いのです。

●若い人は子宮がんにならないの？
Ａ．いいえ、油断は禁物です。

子宮頸がんの発症は、40～50歳代がピークですが、近年20～30歳でも増
えてきています。町の検診でも20～30歳代の初受診の方から精密検査の必要
な方が多くなっています。
ウィルス感染の関連から言えば、若くても性交渉があれば、がんになる可能

性がないとは言えません。20歳になったら定期的に検診を受けましょう。

●子宮頸がんの予防法は？
Ａ．ずばり「がんに負けない生活習慣」と「感染予防」です。

緑黄色野菜をたっぷりととり、バランスのよい食生活をしましょう。たばこ
をやめ、上手にいきいきストレス解消を図るなどの「がんに負けない生活習慣」。
ウィルスへの感染を予防するためにも性感染症を防ぐ努力が第一です。

●子宮頸がん検診を受けるには？
Ａ．町では、医療機関で受けられる「施設検診」と検診車で受けられる「車
検診」があります。申込みのあった方には、受診通知書をお送りします。
申込みのない方で希望する場合は、ご連絡ください。

─ 子宮頸がん検診 ─ ─ 子宮頸がん検診 ─ 
あなたは受けていますか？ あなたは受けていますか？ 
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町の宝
で～す
4月の

乳児健診から

安達　千
かず

真
ま

ちゃん

4か月児

齋藤　優
ゆう

凛
り

ちゃん

4か月児

渋谷　華
か

梨
りん

ちゃん

4か月児

黒金　陽
はる

樹
き

ちゃん

4か月児

堀　七
なな

星
ほ

ちゃん

4か月児

遠藤 ミカエラちゃん

4か月児

小名 恋
こ

夕
ゆ

姫
き

ちゃん

4か月児

元気に育ってね0！
この写真は保健福祉センター

で行われる乳児健診会場で撮

影しています。

ばろひのなんみ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満

了
（
任
期
３
年
）
に
よ
り
平
成
16
年

11
月
30
日
付
け
で
退
任
さ
れ
た
４

名
の
方
が
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
別
表
彰
は
、
退
任
時
点
に

お
い
て
15
年
以
上
在
任
さ
れ
か
つ
社

会
福
祉
の
増
進
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
４
月
22
日
に
役
場
町

長
室
に
お
い
て
町
長
か
ら
受
賞
者
へ

表
彰
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。長

い
間
、
献
身
的
な
地
域
の
見
守

り
役
と
し
て
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
特
別
表
彰
受
賞
者
】

※
敬
称
略
、
数
字
は
在
職
年
数

・
長
谷
川
古
志
枝
（
蓮
　
潟
）
21
年

・
神
　
田
　
義
哲
（
藤
　
寄
）
21
年

・
吉
　
田
　
　
穗
（
外
　
畑
）
21
年

・
田
　
村
　
春
滿
（
次
第
浜
）
18
年

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

の
工
事
安
全
祈
願
祭
が
５
月
１
日

(

日)

に
事
業
区
域
内
で
関
係
者
を
集

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
は
こ
の
事
業
の
業
務

代
行
者
が
主
催
す
る
な
か
、
組
合
役

員
８
名
と
地
権
者
の
総
代
16
名
、
来

賓
と
し
て
町
か
ら
町
長
、
助
役
、
町

議
会
か
ら
議
長
、
産
業
経
済
建
設
常

任
委
員
長
、
そ
の
外
、
Ｊ
A
北
越
後
農

協
聖
籠
支
店
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

神
事
は
午
前
11
時
か
ら
事
業
区
域

内
の
会
場
で
関
係
者
参
列
の
も
と
、

祝
詞
奏
上
や
地
鎮
の
儀
、
玉
串
奉
奠

な
ど
が
次
第
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
参
列
者
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
施
主
あ
い
さ
つ
と
し
て
田

村
春
滿
理
事
長
が
こ
の
事
業
に
至
る

ま
で
の
経
緯
や
こ
れ
か
ら
の
展
望
、

関
係
者
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
か
ら
は
こ
の
事
業
に

関
し
て
の
お
祝
い
の
言
葉
や
町
の
協

力
方
針
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
が
終
了
し
た
こ
と

で
、
平
成
19
年
度
の
工
事
完
了
に
向

け
て
い
よ
い
よ
工
事
の
槌
音
が
こ
の

区
域
に
響
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町長から「永年に渡り陰日なたで町民の皆さんを支え
ていただきありがとうございました。町民を代表して
御礼を申し上げます」と感謝の言葉と一緒に表彰状を
受け取り、喜びひとしおの皆さん。

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

工
事
安
全
祈
願
祭
行
わ
れ
る

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

工
事
安
全
祈
願
祭
行
わ
れ
る

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業

工
事
安
全
祈
願
祭
行
わ
れ
る

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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カイゾクさん １４歳 リノさん １３歳

近藤　貴純　１２歳

でばっちさん ９歳

川上　りなさん ７歳

サハリンさん １３歳

るちあさん １１歳

渡辺　さちさん ７歳

投稿するときは濃い鉛筆かペンで書いてください。
（薄いものは掲載できません）

名前は必ず書いてください。（ペンネーム希望の場合
は名前の横にペンネーム『○○○』と書いてください）

４
月
27
日
（
水
）
初
夏
さ
え
感
じ

さ
せ
る
よ
う
な
好
天
の
中
、
ス
ポ
ア

イ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
今
年
度
最
初
の
事
業
と

な
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
長
、
議
会
議
長
を

は
じ
め
と
し
５
名
の
来
賓
を
迎
え
、

各
集
落
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
最
盛
期
か
ら
は
、

か
な
り
の
チ
ー
ム
数
が
減
っ
た
よ
う

で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

第
１
位
　
な
か
よ
し
会
（
外
畑
・
正
庵
）

第
２
位
　
杉
谷
内
１

第
３
位
　
亀
塚
２

●
青
年
部

４
月
21
日
、
聖
籠
町
商
工
会
青
年

部
（
部
長

渡
辺
賢
一
さ
ん
）
が
、

こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、
花
の
種
（
約

２
０
０
袋
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
園
児
も

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

咲
く
の
が
楽
し
み
だ
ね
！

●
女
性
部

５
月
13
日
、
聖
籠
町
商
工
会
女
性

部
（
部
長

鈴
木
典
子
さ
ん
）
が
、

可
愛
ら
し
い
ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
を
プ
ラ

ン
タ
ー
55
箱
に
植
え
、
役
場
前
と
県

信
前
の
歩
道
に
設
置
し
ま
し
た
。

美
し
い
心
を
育
て
る
こ
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
は
、
青
年
部
で
は
21
年
間
、

婦
人
部
で
は
18
年
間
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｙ・Ｉさん １１歳

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

美
し
い
心
を
育
て
よ
う
と

美
し
い
心
を
育
て
よ
う
と

＊
＊

商
工
会
花
い
っ
ぱ
い
運
動

商
工
会
花
い
っ
ぱ
い
運
動

商
工
会
花
い
っ
ぱ
い
運
動

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 
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ふ
る
さ
と
整
備
課

・
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た

道
路
の
損
傷
な
ど
の
確
認
や
改
修
箇

所
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
毎
週
火
曜
日

に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
11
月
末
ま
で

町
内
の
幹
線
町
道
を
中
心
に
定
期
的
に

続
け
て
、
道
路
施
設
の
改
善
を
図
り
道

路
交
通
の
円
滑
化
や
利
用
者
の
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。

あ
て
は
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
で

は
。

・
自
分
の
年
代
の
入
学
式
な
ど
に
父
親

の
参
加
は
少
な
か
っ
た
が
今
は
幼
稚

園
・
小
学
校
の
入
園
・
入
学
式
に
半

分
は
夫
婦
で
参
加
し
て
い
る
。
今
後

も
こ
う
な
っ
て
い
っ
た
ら
良
い
と
思

う
。

・
親
と
同
居
し
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に

な
っ
て
い
る
と
男
女
共
同
も
し
っ
く

り
い
か
な
い
の
で
は
と
思
う
。

次
回
か
ら
は
、
今
ま
で
委
員
の
皆
さ

ん
か
ら
出
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
分
科

会
に
分
け
会
議
を
進
め
て
行
く
予
定
で

す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
内
容
、
各
種
委
員
会
の
活
動
な

ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
課

又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

総

務

課

４
月
21
日
（
木
）

・
第
２
回
区
長
会
議
開
催

平
成
17
年
の
第
２
回
目
と
な
る
区

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
各
集
落

の
区
長
へ
次
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い
て

・
ア
メ
シ
ロ
防
除
に
係
る
薬
剤
散
布
希

望
調
査
に
つ
い
て

・
児
童
遊
園
遊
具
の
撤
去
に
つ
い
て

・
保
健
師
の
地
区
担
当
に
つ
い
て

・
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
体
験
事
業

の
紹
介
に
つ
い
て

・
町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施
に
伴
う
協

力
に
つ
い
て

・
ス
チ
ー
ル
缶
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
採
点
に
つ
い
て

学

校

教

育

課

４
月
25
日
（
月
）

・
第
４
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

・
平
成
17
年
度
聖
籠
町
育
英
資
金
貸
与

者
の
選
考

・
聖
籠
町
育
英
資
金
交
付
の
休
止

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

農

業

委

員

会

４
月
28
日
（
木
）

・
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
14
回
総
会

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所
有

権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利
用

権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
13

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
つ

い
て(

買
入
協
議
）

・
農
業
委
員
会
事
務
専
決
報
告
に
つ
い

て
（
農
地
法
の
適
用
を
受
け
な
い
事

実
確
認
願
）

以
上
の
外
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会

４
月
21
日
（
木
）

・
投
票
率
上
位
５
集
落
を
表
彰

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

16
年
度
に
執
行
さ
れ
た
「
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
」
と
「
新
潟
県
知
事
選
挙
」

の
平
均
投
票
率
の
上
位
５
集
落
に
対
し

て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

上
位
５
集
落
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位
　
八
幡
集
落

第
２
位
　
丸
潟
集
落

第
３
位
　
尾
沢
ヶ
丘
集
落

第
４
位
　
本
三
賀
集
落

第
５
位
　
蓮
野
集
落

投
票
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
権
利
で

す
。
次
期
選
挙
で
は
必
ず
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

総

務

課

４
月
20
日
（
水
）

・
第
４
回
聖
籠
町
男
女
共
同
参
画

計
画
策
定
委
員
会
開
催

今
回
は
、
男
女
共
同
と
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
委
員
の
皆
さ
ん
が
考
え
て
い

る
こ
と
な
ど
自
由
に
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
（
要
約
し
て

い
ま
す
。）

・
自
分
は
新
聞
を
読
み
、
家
内
は
後
片

付
け
を
し
て
い
る
。
家
内
に
後
片
付

け
も
五
分
と
考
え
る
が
ど
う
か
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、
私
は
専
業
主
婦
、
お

父
さ
ん
は
働
い
て
い
る
の
で
こ
れ
で

良
い
と
の
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

・
女
性
も
公
の
場
で
発
言
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
自
身
も
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

・
共
働
き
で
あ
れ
ば
で
き
る
範
囲
で
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
。
共
に
支

え
合
っ
て
や
る
べ
き
で
あ
り
、
形
に

町
の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向

▲道路パトロール車

▲策定委員会のようす

▲表彰を受ける集落区長

広報聖籠 H17.6 8



聖籠町職員採用試験を次のとおり行います。

１. 採用試験区分
・平成18年度採用の聖籠町職員上級（一般行政）試験

・平成18年度採用の聖籠町職員中級（幼稚園教諭・保育士）試験

●一般行政職の試験区分、職種、受験資格、採用予定人数

●幼稚園教諭・保育士の試験区分、職種、受験資格、採用予定人数

２. 申込期限
平成17年6月24日（金）午後5時までに｢試験申込書｣を聖籠町役場総務課に提出してください。

｢試験申込書｣｢試験案内｣は、役場総務課にあります。また、聖籠町のホームページからも取得できます。

ホームページアドレス　http：// www.town.seiro.niigata.jp

３. 合格の発表・採用
・第一次合格者発表／平成17年８月下旬予定　　・最終合格者発表／平成17年９月下旬予定

合格者に対して通知し、採用は平成18年４月1日を最初の採用の日とします。

４. 試験の日時、場所、試験内容

５. 給与
給与は聖籠町職員の給与に関する条例の規定により支給します。

※本年度は、一般行政職の初級試験（高卒程度対象）を9月に実施する予定です。

詳細については、７月広報でお知らせいたします。

（初級試験は、４年制大学卒業者及び卒業見込みの方は受験できません。）

お問合せ先　聖籠町役場総務課秘書係1２７－２１１１　内線２２４

区　分 試験内容場　　所日　　時

受 験 資 格 採用人員試験区分 職　種

聖籠町職員採用試験実施

昭和57年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた方又

は昭和59年4月2日以降に生まれた方で、平成18年3月まで

に４年制大学卒業又は卒業見込みの方

若干名一般行政上級試験

受 験 資 格 採用人員試験区分 職　種

昭和55年4月2日以降に生まれた方で、幼稚園教諭及び保育

士資格を有する方又は平成18年３月までに取得見込みの方
若干名

幼稚園教諭

保育士
中級試験

第１次試験

平成17年７月24日（日）

・受付時間　午前9時から９時40分まで

・試験開始　午前10時

９月中旬予定

聖籠町役場

日時は第１次試験合格

者に通知

北越高等学校

（新潟市米山5丁目）

面接、作文試験

教養試験

一般性格診断検査

専門試験

第２次試験
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区分

平成17年

平成16年

増 減

発生件数 死者数 傷 者 発生件数 死者数 傷 者年

4月 1月～4月

8 0 11 38 0 57

12 0 19 51 1 67

－4 0 －8 －13 －1 －10

N E W S

交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
vol 38

町の交通事故
発生状況

町
で
は
交
通
安
全
指
導
員
の
指
導
に
よ
り
毎

年
、
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
で
交
通
安
全
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
学
期
ス
タ
ー
ト
と

な
る
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

園
児
や
小
学
校
低
学
年
児
童
に
は
、
道
路
の
歩

行
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
小
学
校
中
高
学
年
児

童
に
は
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
を
保
護
者
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
生
に
は
講
話
な
ど
を
と
お
し
て
今
ま
で
学
ん

で
き
た
交
通
安
全
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
改
め
て
認

識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ど
の
学
校
で
も
子
ど
も
た
ち
は
指
導
員
の
話
を

素
直
に
聴
き
、
真
剣
に
学
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
命

を
守
る
た
め
の
交
通
ル
ー
ル
。
学
ん
だ
ル
ー
ル
は

し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。
守
ら
な
い
人
が
い
た

ら
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
み
ん
な
で
声
を
か

け
注
意
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

交通安全に関することは

役場生活環境課

1２７－１９６２（直通）

交
通
ル
ー
ル
は
命
を
守
る
各
学
校
で

交
通
安
全
教
室開

催

木の枝や葉で“カーブミラー”が
隠れていませんか？
木の枝葉で「カーブミラー」や「止まれ」な

どの標識が被さり見えにくくなっていませんか。
植物は春から夏に掛けてが一年中で一番成長

する時期です。気がつかない間に枝や葉を大き
く広げて標識を隠すこと
がありますので注意しま
しょう。
夏は、子ども達も外で

遊ぶ機会が多くなります。
自宅や集落周辺の交通

安全施設を点検し、枝が
被さっていたら取り払う
などして、交通事故防止
にご協力ください。

雨の日は交通事故に気をつけよう

6月 のキャンペーン

雨の日の交通事故防止
雨の日は、視界が悪くなり運転に必要な

情報入手が困難になります。また、濡れた
路面は滑りやすく、スリップしやすい状態
になります。
ドライバーは車間距離を十分にとりま

しょう。
特に滑りやすい雨の降りはじめには、速

度を控え、安全運転を心がけましょう。

雨の日は、速度を落とすことが、
事故防止の第一歩！



「
見
え
る
歩
行
者
」
と
は
？

夕
方
や
夜
の
時
間
帯
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
自
転
車
な
ど
か
ら
見
た
と
き
の

歩
行
者
は
、
昼
間
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
ほ
ど
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
い

つ
も
ど
お
り
慣
れ
た
道
を
歩
い
て
い
た

と
き
、
車
や
自
転
車
と
も
の
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
す
れ
違
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
の
と
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
は
歩
行
者
が
見
え
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

夜
間
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い
服
装
を

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
白
は
光
を
反
射
し
や
す
く
、
い

つ
も
の
服
装
の
上
に
、
一
枚
白
い
服
を

は
お
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
格

段
に
見
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
光
を
反
射
す
る
反
射
材
を
靴

や
帽
子
に
つ
け
た
り
、
鞄
な
ど
に
反
射

材
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
取

り
付
け
た
り
す
る
こ
と
も
効
果
的
。
特

に
、
高
齢
の
方
の
多
く
は
、
黒
や
茶
、

灰
色
と
い
っ
た
地
味
な
色
の
服
を
着
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
双
方
が
安

全
に
過
ご
す
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
服

装
に
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
は
徒
歩
が
主
な
移
動
手
段
で
す
。

加
え
て
、
自
宅
の
周
辺
は
長
年
暮
ら
し
て
い

る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
た
と
え
交
通

事
情
が
変
わ
っ
て
い
て
も
そ
の
こ
と
に
気
が

つ
か
ず
、
警
戒
心
も
薄
く
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
中
に
は
自
動
車
な
ど
の

運
転
免
許
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
交
通
標
識
や

ル
ー
ル
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
と
い
う
人
も

多
く
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
交
通
量
が
増
加
し

て
も
、
慣
れ
て
い
る
地
元
の
道
だ
と
思
っ
て

横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
を
渡
っ
た
り
、
自

分
の
家
の
前
だ
か
ら
と
周
囲
を
確
認
せ
ず
道

路
を
横
断
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
、
高
齢
者
が
か
か
わ
る
交
通
死
亡
事

故
の
６
割
強
は
、
自
宅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト

ル
以
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
事
故
が
起
こ
る
原
因
の
一
つ

に
、
こ
う
し
た
実
際
の
交
通
事
情
と
自
分
の

意
識
に
差
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

視
力
や
聴
力
、
運
動
能
力
な
ど
は
、
年
齢

と
と
も
に
衰
え
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
高

齢
者
の
中
に
は
、
そ
れ
ら
が
若
い
と
き
と
変

わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
交
通
事
故
な
ど

に
遭
っ
た
こ
と
の
な
い
人
の
場
合
、
「
自
分

は
大
丈
夫
、
事
故
に
遭
う
こ
と
は
な
い
」
と

考
え
て
お
り
、
道
路
で
の
行
動
に
自
信
を

持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
高
齢
者
の
意
識
と
実

際
の
運
動
能
力
な
ど
の
差
か
ら
、
重
大
な
交

通
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
道
を
横
断
す
る
と
き
、
高
齢
者

側
か
ら
は
車
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
ち
ゃ
ん

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
身
の
歩
く
速
度
が

思
っ
た
よ
り
も
遅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
ず
、
道
路
を
渡
り
き
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

体
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
も

低
下
し
て
い
る
た
め
、
素
早
く
車
を
よ
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
予
想
外
に
急
に
迫
っ
て
く

る
車
に
対
し
て
驚
き
、
パ
ニ
ッ
ク
で
道
路
に

立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
体
を
支
え

る
筋
力
は
低
下
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
多
く

は
う
つ
む
き
加
減
で
歩
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。そ

の
結
果
、
視
野
も
狭
く
な
り
が
ち
で
、

近
づ
い
て
く
る
車
や
自
転
車
な
ど
の
発
見
が

遅
れ
た
り
、
自
分
と
の
距
離
を
正
し
く
判
断

し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
は
、
高
齢
者

と
周
囲
の
人
の
双
方
が
、
高
齢
者
の
交
通
行

動
の
特
徴
を
理
解
し
、
互
い
に
気
遣
う
こ
と

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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高齢者の交通事故防止高齢者の交通事故防止話　題

TOPICS

■関連ホームページ 内閣府　交通安全対策　http://www8.cao.go.jp/koutu/index.html
警視庁　安全・快適な交通確保　http://www.npa.go.jp/koutsuu/index.html
警視庁　交通安全マップ　http://www.kotsu-anzen.jp/

●
自
宅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
で

６
割
強
が
発
生

近
年
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
は
、
高
齢
者
自
身
の
意
識
と
実
際
の
運
動
能
力
や
認
識
能
力
と
の
違
い
、
ま
た
、
現
在

の
交
通
事
情
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
を
、
だ
れ
も
が
安
全
に

移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
、
こ
う
し
た
高
齢
者
の
行
動
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
事
故
の
一
因
は

高
齢
者
の
意
識
と
行
動
の
差

─ 横断事故で多いのは右からの横断 ─

高齢者と自動車の交通事故、特に夜間に多いの
が、車から見て右からの高齢者の道路横断によ
る事故です。
高齢者は、車が来ることは分かっていても

「まだ遠い、自分なら渡りきれる」と判断し、
道路を横断し始めます。また、夜間の対向車線
には車のライトが届きにくく、ドライバーから
は、歩行者を発見する
のが遅れがちになりま
す。こうした要因が重
なって、事故が発生し
やすくなるのです。
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町
の
上
水
道
の
水
は
、
毎
月
定
期

的
に
水
質
を
調
べ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
毎
日
飲
ん
で
い
る
水

が
、
飲
料
水
の
水
質
基
準
（
水
道
法

に
定
め
ら
れ
た
検
査
）
に
適
合
し
て

安
全
か
ど
う
か
を
検
査
す
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
日
常
生
活
で
飲
ん
で
い

る
水
道
の
水
は
、
安
心
し
て
飲
め
る

よ
う
に
と
、
薬
品
や
機
械
な
ど
を
使

っ
て
、
原
水
（
阿
賀
野
川
の
水
）
や

各
家
庭
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
を
厳
し

く
検
査
し
て
い
ま
す
。

別
表
が
、
昨
年
９
月
に
家
庭
の
蛇

口
か
ら
採
水
し
た
水
の
全
項
目
に
つ

い
て
の
水
質
検
査
結
果
で
す
。
町
で

検
査
し
て
い
る
51
項
目
す
べ
て
が
、

水
道
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基

準
に
適
合
す
る
安
全
な
水
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
証
明
す
る
検
査
結
果
で

し
た
。

※
水
質
基
準
の
項
目
と
は

水
道
水
は
、
水
道
法
に
定
め
ら
れ

た
水
質
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
健
康
に
関
連
す
る
項
目

30
項
目
、
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状

に
関
連
す
る
項
目
20
項
目
と
、
そ
の

他
１
項
目
、
合
計
51
項
目
で
、
法
的

義
務
の
あ
る
も
の
で
す
。

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
水
質
検
査

項
目
が
変
わ
り
、
化
学
物
質
な
ど
の

健
康
面
を
配
慮
し
た
13
項
目
が
加
わ

り
、
検
出
さ
れ
て
い
な
い
化
学
物
質

な
ど
９
項
目
が
削
除
さ
れ
、
計
51
項

目
の
水
質
検
査
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
水
は
、
病
原
菌
な
ど
に
よ
る

汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
塩
素
に
よ
る

消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

塩
素
消
毒
さ
れ
た
水
道
水
の
中
に

残
っ
て
い
る
塩
素
の
事
を
残
留
塩
素

と
言
い
ま
す
。
残
留
塩
素
は
時
間
の

経
過
と
と
も
に
減
少
し
て
い
き
ま
す

が
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
中

に
０
・
１
M
／
R
以
上
あ
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
塩
素
臭
の
な
い
水
は
病
原

菌
に
汚
染
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の

で
す
。
塩
素
臭
は
安
全
な
水
の
し
る

し
な
の
で
、
安
心
し
て
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

役
場
（
上
下
水
道
課
）
で
は
、
残

留
塩
素
を
確
認
す
る
方
法
と
し
て
薬

品
を
入
れ
赤
く
発
色
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
確
認
し
て
い
ま
す
。

塩
素
臭
を
取
り
除
く
方
法
は
、
５

分
ほ
ど
沸
騰
さ
せ
る
と
ほ
と
ん
ど
低

減
出
来
ま
す
。
ま
た
、
浄
水
器
で
も

取
り
除
く
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
使

用
に
あ
た
っ
て
は
取
扱
説
明
書
を
よ

く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

町
の
上
水
道
の
水
は
、
毎
月
定
期
的
に
水
質
を
調
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ

ん
が
使
っ
て
い
る
水
道
水
が
、
水
質
基
準
に
適
合
し
て
安
全
か
ど
う
か
を
検
査
す
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

安
全
な
水
道
水
を

お
届
け
し
ま
す

安
全
な
水
道
水
を

お
届
け
し
ま
す

安
全
な
水
道
水
を

お
届
け
し
ま
す

上
水
道
の
水
質
に
つ
い
て

塩
素
臭
に
つ
い
て

各ご家庭へ このようにして、みなさんのご家庭へ安全な水道水を
お届けしています。

<阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

取
しゅ

水
すい

口
こう

>

（川から水をとり入れます）

<沈
ちん

砂
さ

地
ち

>

（ ）

<着
ちゃく

水
すい

井
い

> <沈
ちん

でん池
ち

>

水にまじっている大きな
ゴミや砂をとり除きます （ ）浄水場の入口です。水を

いったんここに入れます （ ）こまかいゴミなどを
沈めます

<聖籠調
ちょう

整
せい

池
ち

> <送水ポンプ>

（ ）

<浄
じょう

水
すい

池
ち

> <ろ　過
か

池
ち

>

各調整池へポンプで
水を送ります（ ）飲み水をたくわえ、使う

量の調整をする池です （ ）できたての飲める水をこ
こにたくわえておきます （ ）水を砂などにこして

きれいにします



13 H17.6 広報聖籠

皆
さ
ん
の
お
宅
の
蛇
口
か
ら
朝
一
番

や
長
時
間
留
守
に
さ
れ
て
い
た
と
き
出

る
最
初
の
水
は
、
水
道
管
内
に
長
時
間

滞
留
し
て
い
る
た
め
、
赤
水
な
ど
が
発

生
し
た
り
消
毒
用
の
塩
素
が
少
な
く
な

っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

朝
一
番
や
長
期
間
使
用
し
な
い
蛇
口
の

水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
念
の
た
め
、

使
い
始
め
の
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
（
約

10
リ
ッ
ト
ル
）
の
水
道
水
を
、
飲
用

や
調
理
以
外
の
用
途
に
お
使
い
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

聖
籠
町
の
上
水
道
は
、
阿
賀
野
川
の

水
を
新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供
給
企

業
団
が
き
れ
い
に
し
た
水
を
購
入
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
も
水
質
基
準
に
基

づ
き
水
道
水
と
し
て
の
安
全
性
の
確
認

の
た
め
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

水
質
検
査
は
、
聖
籠
町
内
の
３
か
所

（
四
ツ
屋
、
藤
寄
、
次
第
浜
）
の
蛇
口

で
採
水
し
て
実
施
し
、
検
査
項
目
は
９

項
目
か
ら
12
項
目
で
各
か
所
11
回
実

施
し
ま
す
。

な
お
、
水
質
検
査
は
検
査
機
器
等
を

整
備
し
て
い
る
、
新
潟
東
港
地
域
水
道

用
水
供
給
企
業
団
に
水
質
検
査
を
委
託

し
水
質
の
監
視
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

役
場
上
下
水
道
課

1
２
７
│
２
１
１
１(

内
線
３
４
１)

朝
一
番
の
水
は
飲
み
水
以
外
に
！

今
年
度
の
水
質
検
査
計
画

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

聖
籠
町
の
水
質
検
査
結
果
　
│

平
成
16
年
９
月
採
水

│

項　　　目 水質基準値 水質検査結果
1 一般細菌 １P中100個以下 0
2 大腸菌群 検出されないこと 不検出
3 カドミウム及びその化合物 0.01M／R以下 0.001未満
4 水銀及びその化合物 0.0005M／R以下 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 0.01M／R以下 0.001未満
6 鉛及びその化合物 0.01M／R以下 0.001未満
7 ヒ素及びその化合物 0.01M／R以下 0.001未満
8 六価クロム化合物 0.05M／R以下 0.005未満
9 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01M／R以下 0.001未満
10 硝酸・亜硝酸性窒素 10M／R以下 0.25
11 フッ素及びその化合物 0.8M／R以下 0.08
12 ホウ素及びその化合物 1.0M／R以下 0.1未満
13 四塩化炭素 0.002M／R以下 0.0002未満
14 １, ４－ジオキサン 0.05M／R以下 0.005未満
15 １, １－ジクロロエチレン 0.02M／R以下 0.002未満
16 シス－１, ２－ジクロロエチレン 0.04M／R以下 0.004未満
17 ジクロロメタン 0.02M／R以下 0.002未満
18 テトラクロロエチレン 0.01M／R以下 0.001未満
19 トリクロロエチレン 0.03M／R以下 0.003未満
20 ベンゼン 0.01M／R以下 0.001未満
21 クロロ酢酸 0.02M／R以下 0.002未満
22 クロロホルム 0.06M／R以下 0.010
23 ジクロロ酢酸 0.04M／R以下 0.004未満
24 ジブロモクロロメタン 0.1M／R以下 0.020
25 臭素酸 0.01M／R以下 0.001未満
26 総トリハロメタン 0.1M／R以下 0.051
27 トリクロロ酢酸 0.2M／R以下 0.02未満
28 ブロモジクロロメタン 0.03M／R以下 0.017
29 ブロモホルム 0.09M／R以下 0.004
30 ホルムアルデヒド 0.08M／R以下 0.008未満
31 亜鉛及びその化合物 1.0M／R以下 0.01未満
32 アルミニウム及びその化合物 0.2M／R以下 0.03
33 鉄及びその化合物 0.3M／R以下 0.07
34 銅及びその化合物 1.0M／R以下 0.01未満
35 ナトリウム及びその化合物 200M／R以下 9.3
36 マンガン及びその化合物 0.05M／R以下 0.005未満
37 塩化物イオン 200M／R以下 10.0
38 カルシウム､マグネシウム等(硬度) 300M／R以下 22
39 蒸発残留物 500M／R以下 75
40 陰イオン界面活性剤 0.2M／R以下 0.02未満
41 ジェオスミン 0.00002M／R以下 0.000001未満
42 ２－メチルイソボルネオール 0.00002M／R以下 0.000001未満
43 非イオン界面活性剤 0.02M／R以下 0.005未満
44 フェノール類 0.005M／R以下 0.0005未満
45 有機物(過マンガン酸カリウム消費量) 10M／R以下 1.0
46 pH値 5.8以上8.6以下 7.7
47 味 異常でないこと 異常を認めず
48 臭気 異常でないこと 異常を認めず
49 色度 5度以下 1
50 濁度 2度以下 0.1未満

残留塩素 遊離型0.1M／R以上 0.3

水
　
道
　
法
　
に
　
基
　
づ
　
く
　
水
　
質
　
基
　
準
　
項
　
目

健
康
に
関
連
す
る
項
目

無
機
物
質
・
重
金
属

一
般
有
機
化
学
物
質

消
毒
副
生
成
物

味 覚

基
礎
的
性
状

細菌

着 色

味 覚
着 色

発 泡

発 泡
臭 気
味 覚

カビ臭

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目



日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

６
月

１
日
・
「
分
権
改
革
日
本
」
実
現
全

国
大
会

3
日
・
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

5
日
・
町
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

6
日
・
新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
第
１
６
４
回
組
合
会

10
日
・
新
潟
県
地
区
衛
生
組
織
連
合

会
理
事
会

12
日
・
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里

民
謡

の
祭
典

15
日
・
新
潟
県
町
村
会
役
員
会

16
日
・
北
陸
地
方
の
道
路
整
備
に

関
す
る
意
見
交
換
会

18
日
・
中
国
黒
龍
江
省
県
費
留
学
生

歓
迎
会

21
日
〜・

6
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

6 月 の 行 事

お問い合わせ先

町　役　場 1２７－２１１１

町 民 会 館 1２７－２１２１

図　書　館 1２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）
1２７－６５１１

診　療　所 1２７－１２３４

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

1日(水) 15日(水) 7月6日(水) 
社会福祉協議会
1２７－６７６７

◆行政相談

14日（火）午前9時30分～11時
役場総務課

◆乳幼児健康診査・各種学級

○ 妊婦学級（後期）

14日（火）午前9時30分～

○ 1歳2ヶ月児親子歯科健診

20日（月）午後1時15分～

○１歳6ヶ月児健診

23日（木）午後1時15分～

○ 乳児健診

24日（金）午後1時15分～

◆各種予防接種

（受付は１時10分からです）

○ 三種混合予防接種

11日（水）午後1時40分～

22日（水）午後1時40分～

○ ＢＣＧ予防接種

18日（水）午後1時40分～

○ 日本脳炎予防接種

29日（木）午後1時40分～

10日（金）午後1時40分～

21日（火）午後1時40分～

町
で
は
、
中
国
黒
龍
江
省
か
ら
新

潟
大
学
な
ど
へ
留
学
し
て
い
る
皆
さ

ん
を
招
い
て
交
流
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
交
流
会
と
歓
迎

会
を
次
の
と
お
り
計
画
し
ま
し
た
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
総

務
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
交
流
会

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

留
学
生
と
一
緒
に

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
交
流

聖
籠
町
大
字
大
夫
地
内
の

さ
く
ら
ん
ぼ
農
園

募
集
定
員

20
人

（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費

一
人

五
〇
〇
円

（

幼
児
無
料
）

集
合
場
所

午
後
１
時
50
分
ま
で
に

役
場
正
面
玄
関
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。

●
留
学
生
歓
迎
会

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

「
聖
友
食
堂
」（
役
場
前
）

募
集
定
員

20
人

（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費

一
人

一
、
〇
〇
〇
円

対
象
者

二
〇
歳
以
上
の
方

（
酒
席
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

申
込
締
切

６
月
10
日
（
金
）

（
交
流
会
、
歓
迎
会
共
）

役
場
総
務
課
町
民
ふ
れ
あ
い
係

1
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

国
際
交
流
事
業
に

国
際
交
流
事
業
に 

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
! !
 

国
際
交
流
事
業
に

国
際
交
流
事
業
に 

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
! !
 

国
際
交
流
事
業
に 

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
! !
 

６
月
18
日（
土
）

６
月
11
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
12
時

聖
籠
地
場
物
産
館
前

・
９
時
か
ら
さ
く
ら
ん
ぼ
（
佐

藤
錦
）
二
〇
〇
ｇ
一
〇
〇
円

で
販
売

・
さ
く
ら
ん
ぼ
等
が
あ
た
る
抽
選

コ
ー
ナ
ー
（
一
、
〇
〇
〇
円
以

上
お
買
い
上
げ
の
方
に
抽
選
券

配
付
）

・
地
場
農
産
物
の
格
安
販
売

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
綿
菓
子
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

Ｊ
Ａ
北
越
後
　
聖
籠
支
店

1
２
７
―
５
７
３
７

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
、
職
業
技
能

を
競
う
大
会
で
す
。

〝
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
〞

９
月
18
日
（
日
曜
日
）

新
潟
県
立
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

新
潟
市
鐙
西
１
丁
目
１
１
―
２

競
技
種
目

①
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

②
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
視
覚
障
害
者

部
門
）

③
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

④
縫
製
（
知
的
障
害
者
部
門
）

⑤
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
（
知
的
障
害
者

部
門
）

募
集
期
間

募
集
中
〜
６
月
30
日

社
団
法
人

新
潟
県
雇
用
開
発
協
会

1
０
２
５
―
２
４
１
―
３
１
２
３

さ
く
ら
ん
ぼ
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

「
第
2
回
新
潟
県
障
害
者
技
能

競
技
大
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ
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日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

月の届出

（注）届出の際に御承諾の押印をいただ

いた方のみ掲載しております。

◎お詫びと訂正

５月広報掲載分、３月の届出で、出生

した赤ちゃんのお名前の読みカナと漢字

が間違っていました。下記により正しい

お名前を再掲載させていただきます。

保護者の方をはじめ関係各位にご迷

惑をおかけし誠に申し訳ございません

でした。

町民課町民サービス係127-2111(内線111）

赤ちゃん 保護者 行政区

大
たい

輝
き

ちゃん (小田切貴志) 二本松

紗
さ

那
な

ちゃん (肥田野高則) 東　山

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

円
まど

香
か

ちゃん (中野　文孝) ひばりが丘

心
こころ

ちゃん (宮下　甚樹) 次第浜

啓
けい

太
た

ちゃん (高橋　義文) 次第浜

綺
あや

海
み

ちゃん (伊藤　淳史) 蓮　潟

琴
こと

音
ね

ちゃん (吉田　岩雄) 網代浜

嘉
か

辰
しん

ちゃん (佐藤　　俊) 大夫興野

南
な

瑠
る

ちゃん (泉　　真也) 亀　塚

麻
ま

椰
や

ちゃん (渡邊惣一郎) 網代浜

珠
じゅ

里
り

ちゃん (板垣　　章) 蓮　潟

4
げんきなよい子

ごめいふ
くお祈りします

婚姻
新郎・新婦 行政区

渡　邊　剣
けん

司
じ

さん

(梨本) 可
か

奈
な

さん
網代浜

佐　藤　喜
よし

樹
き

さん

（遠藤） 美
み

由
ゆ

樹
き

さん
次第浜

宮　澤　晴
せい

弥
や

さん

（市川） 香
か

織
おり

さん
網代浜

宮　下　祐
ゆう

人
と

さん

（立川） 藍
あい

さん
次第浜

坂　上　　　隆
たかし

さん

(岡田) 里
り

香
か

さん
二本松

北　村　嘉
よし

孝
たか

さん

(細山) 真
ま

紀
き

さん
旭ケ丘

幸多い人生を

｝
｝
｝

｝
｝

｝

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部

新
発
田
募
集
事
務
所

1
２
６
―
５
６
１
９

６
月
22
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

新
発
田
ベ
ル
ナ
ー
ル

企
業
ご
と
の
個
別
面
接
（
採
用

選
考
）、
及
び
企
業
案
内
、
労
働

条
件
等
の
説
明
。

・
新
発
田
地
域
の
企
業
情
報
、
求

人
情
報
、
各
市
町
村
の
職
員
採

用
情
報
の
提
供
。

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職

業
相
談

平
成
18
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学
校

生
等
、
参
加
は
無
料
で
す
。

■
参
加
企
業

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新

発
田
管
内
の
優
良
企
業
約
20
社

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田

事
業
所
・
学
卒
部
門

1
２
７
―
６
６
７
７

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

役
場
内
又
は
相
談
者
希
望
場
所

※
相
談
場
所
や
相
談
時
間
の
希
望

が
あ
る
場
合
に
は
、
ご
連
絡
を

い
た
だ
け
れ
ば
お
伺
い
し
ま
す
。

役
場
総
務
課

結
婚
相
談
員
　
二
宮
ま
で

1
２
７
―
２
１
１
１

（
内
線
２
２
６
）

工事 (件)名 契約額(円) 業 者 名
納入完了日 又 は
工事(委託)期間最終日

1
公下工第39号大夫143-1

2,625,000 曽根建㈱ 平成17年16月25日
号管渠整備工事

2
加治川提桜維持管理業務

1,365,000
北越緑化㈱

平成17年10月31日
委託 聖籠営業所

3
聖籠大堰管理棟敷地内植

2,677,500
北越緑化㈱

平成18年13月24日
栽維持管理業務委託 聖籠営業所

4
弁天潟風致公園維持管理

2,625,000 ㈱市川組 平成17年10月31日
業務委託

5
臨海西公園維持管理業務

2,940,000 曽根建㈱ 平成18年13月24日
委託

6
町民会館庭園管理業務

3,528,000 ㈲栗原緑樹園 平成18年13月27日
委託

7
聖籠中学校空調設備機器

1,463,700 研冷工業㈱ 平成18年13月27日
保守点検業務委託

1
回
目
　
６
月
18
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

2
回
目
　
７
月

２
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室
（
２
階
）

自
衛
隊
の
採
用
試
験
に
関
す
る

説
明
会

・
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
、
高
校
、

中
学
か
ら
の
自
衛
官
コ
ー
ス
〔
防

衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
・

航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
・
看

護
学
生
（
看
護
師
）
・
そ
の
他
自

衛
官
一
般
種
目
等
〕

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
18
年

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
女
（
中
学
か
ら
の
コ
ー

ス
は
15
歳
以
上
17
歳
未
満
）

新
発
田
地
域
2
0
0
6

大
学
等
就
職
面
接
会
の
ご
案
内

ー
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ー

結
婚
相
談
〈
秘
密
厳
守
〉死亡

氏　名 年齢 行政区

小　林　ヨシヱさん (90歳） 亀　塚

宮　下　サ　ワさん (87歳） 次第浜

佐　藤　フ　サさん (96歳） 山諏訪山

阿　部　正
しょう

作
さく

さん (82歳） 山　倉

飯　田　　　勇
いさむ

さん (85歳） 別　條

小　林　義
よし

朝
とも

さん (69歳） 亀　塚

小　野　ミ　セさん (93歳） 蓮　潟

飯　田　キ　ヨさん (83歳） 別　條

自
衛
隊
、
採
用
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

入　札　結　果 H17. 4.12～4.27
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■
日
　
時

７
月
17
日
（
日
）

午
後
６
時
試
合
開
始(

午
後
４
時
開
場
予
定)

■
会
　
場

新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム

（
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
）

チ
ケ
ッ
ト
は
、
Ｓ
ス
タ
ン
ド
２
層
目
自
由

席
で
す
。
※
状
況
に
よ
り
、
ほ
か
の
座
席

へ
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ご
応
募
条
件

聖
籠
町
在
住
の
方

■
ご
応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏

面
に
①
氏
名
・
年
齢
②
住
所
③
電
話
番

号
④
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数(

２
枚
ま

で)

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
返
信
用
表

面
に
返
信
先(

ご
自
分)

の
住
所
・
氏
名

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
の
あ
て
先
ま
で

ご
郵
送
く
だ
さ
い
。
※
往
復
ハ
ガ
キ
は

各
自
に
て
ご
用
意
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ご
応
募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
通

の
み
有
効
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
ご
招
待
人
数
は

2
、
0
0
0
名
様
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
応
募
期
限

７
月
４
日
（
月
）
必
着

■
受
け
渡
し

ご
招
待
の
可
否
を
返
信
用

ハ
ガ
キ
に
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す(

７
月

11
日
を
予
定
。)

※
可
否
に
つ
い
て
の
お
電
話
で
の
お
問
合

せ
に
は
、
お
答
え
い
た
し
か
ね
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ご
観

戦
い
た
だ
く
方
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
ご

持
参
の
上
、
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
の
Ｓ
ゲ

ー
ト
と
Ｅ
ゲ
ー
ト
の
間
の
「
総
合
案
内

所
」
に
て
チ
ケ
ッ
ト
と
お
引
換
え
い
た

だ
き
、
ご
入
場
い
た
だ
き
ま
す
。

■
あ
て
先

〒
９
５
０
―
０
９
５
４

新
潟
市
美
咲
町
２
―
１
―
１
０

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

■
お
問
い
合
わ
せ

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

國
井
　
拓
也

1
０
２
５
―
２
８
２
―
０
０
２
２

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
聖
籠
町
。
東
港

地
内
に
は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
天
然
芝
ピ
ッ
チ
4

面
、
人
口
芝
ピ
ッ
チ
2
面
、
屋
根

付
き
フ
ッ
ト
サ
ル
ピ
ッ
チ
、
4
0

0
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
を
整
備
）
が
設
置

さ
れ
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広
報
せ
い
ろ
う
で
は
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
と
新
潟
聖

籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を

今
後
、
定
期
的
に
町
民
の
皆
さ
ん

に
紹
介
し
ま
す
。

第
1
回
目
は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
後
援
会
か
ら
町
民
の
皆
さ

ん
に
ビ
ッ
ク
ス
ワ
ン
で
の
試
合
観

戦
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
招
待
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
で

は
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
サ
ッ
カ

ー
の
楽
し
さ
・
魅
力
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
聖
籠

町
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
を
、
７
月

17
日
（
日
）
に
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム

（
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
）
で
行
わ
れ
る
名

古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ
イ
ト
と
の
試
合

に
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ
イ
ト
は
、

Ｊ
１
リ
ー
グ
で
も
屈
指
の
強
豪
。
昨

シ
ー
ズ
ン
ま
で
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
で
活
躍
し
た
Ｍ
Ｆ
安
英
学
選
手

や
、
日
本
代
表
Ｇ
Ｋ

楢
崎
正
剛
選
手
が
所

属
し
、
リ
ー
グ
戦
で

も
上
位
に
つ
け
て
い

る
強
敵
で
す
。
さ
ら

に
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
に
は
、
名
古
屋
グ

ラ
ン
パ
ス
エ
イ
ト
か

ら
Ｄ
Ｆ
海
本
慶
治
選

手
、
Ｍ
Ｆ
海
本
幸
治

郎
選
手
や
Ｍ
Ｆ
岡
山

哲
也
選
手
ら
多
数
の

有
力
選
手
が
移
籍
加

入
し
て
い
ま
す
。
古

巣
を
相
手
に
闘
志
を

燃
え
上
が
ら
せ
る
彼

ら
の
プ
レ
ー
は
必
見

で
す
。

ま
た
、
こ
の
試
合

は
午
後
６
時
に
試
合

開
始
と
な
る
ナ
イ
ト

ゲ
ー
ム
で
す
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
照

明
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
芝
生
の
鮮
や

か
な
緑
色
や
、
両
チ
ー
ム
の
熱
い
応

援
が
生
み
出
す
会
場
の
雰
囲
気
な

ど
、
試
合
を
よ
り
一
層
楽
し
く
ご
覧

い
た
だ
け
る
臨
場
感
は
、
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
観
戦
な
ら
で
は
で
す
。

今
ま
で
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ご
観
戦
い

た
だ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
皆
さ
ま

も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
試
合
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
、

次
の
要
項
に
沿
っ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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